
事業の目的

令和2年7月豪雨で被災を受けた家屋等の再度浸水防止を図るため、河川の掘削や
拡幅、橋梁や堰などのネックとなる構造物の改築によって流下能力を確保し、再度
災害の防止を図ることを目的としています。
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＜構造物の改築＞
河道内から橋脚をなくすことや固定堰の可動堰化

令和6年度より本格的に着手したJR第
一野上川橋梁については、長期にわたる
夜間工事も経て、下部工が完成しました。

また、親水ひろば付近においては、河
川拡幅を目的とした護岸工事を継続して
実施しました。

事業の進捗状況(令和7年度)

施工中 (R8.3)

護岸工事(親水ひろば付近)

着工前

JR第一野上川橋梁 施工状況



野上川河川改修事業では、多自然川づくり
にも取り組みながら整備を進めています。

現況の野上川が持つ豊かな自然環境を最大
限に活かすため、工事で配慮すべき事項をま
とめた「野上川ルール」を作成中です。

このルールに基づき、河床掘削が必要な場
合でも、工事後には野上川の豊かな自然の特
性を可能な限り再現できるよう、施工業者と
連携して工事に取り組んでいます。

令和8年度は、JR第一野上川橋梁の上部工
架設に向けた仮設工事を引き続き実施し、
令和9年度中の橋梁完成を目指します。あわ
せて、河川を拡幅するための護岸工事も継
続して実施します。

3月6日(金)には、野上小学校で「土木未
来（ときめき）教室」を開催し、野上川の
事業説明を行いました。護岸工事の現場で
は、井原組および伊東組のご協力のもと、
バックホウやドローンの操縦体験、測量機
器を用いたソフトボール投げの距離測定を
実施し、土木の仕事の魅力を発信しました。
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多自然川づくりについて

事業のこれからなど

【多自然川づくり】とは
河川全体の自然の営みを
視野に入れ、地域の暮らしや
歴史・文化との調和にも配
慮し、河川が本来有している
生物の生息・生育・繁殖環
境及び多様な河川景観を
保全・創出するために、河川
管理を行うこと

施工前 施工後

施工前の自然らしさを再現

▲ 「野上川ルール」における一例

▲ＪＲ第一野上川橋梁完成予想（イメージ）

▲土木未来教室の様子▲野上小学校4年生のみなさんと集合写真


